
【島】JIS漢字に5つの字種が登録され、康熙字典に4つの字種
が登録されている。「㠀」が正（統）字（体）。
【峰・峯】異体字で部品の位置が異なる移構（動用字）。説文解
字の大徐本にはあるが、段注本には記載がない。大徐本にあ
る字体は「峰」ではなく「峯」。我が国でも中国でも「峰」を

常用漢字として選んでいる。

人①

峨

峻

島
嶋

嶌

嶹

㠀

峰

峯

ガ

シュン
けわしい
たかい

トウ
しま

ホウ
みね

人①

教 3常①

人①

②

④

④

常①

人①

峰

峰 峰

岛

島

島

峻

峻

峻

峨

峨峨

久松切

藤原行成

粘葉本朗詠

元暦萬葉⑩

元暦萬葉⑫

墨流本朗詠

藤原行成

藤原行成

節用

節用

節用

山 7

山 11

山 14

山 11

山 7

山 7

こころ

坊っちやん

こころ

陸軍

陸軍

陸軍

陸軍〈別体〉

陸軍〈正体〉

○

×雲紙本朗詠

中国

香港

台湾

中国

台湾 香港

説文不録

説文・山部

説文不録

説文・山部

西嶽華山廟碑

石門頌

唐・書譜

蘭亭序

集字聖教序

元継墓誌

元詮墓誌

論経書詩

寇憑墓誌

魏霊蔵造像

論経書詩

郭顕墓誌

元維墓誌

段志玄碑

孔子廟堂碑（覆）

道因法師碑

信行禅師碑

雁塔聖教序

五経・山部

杜家立成

王勃詩序

聾瞽指歸

山 7

説文・或体

説文・山部 中国

香港

台湾

貫之集上⑥ 節用 山 7 陸軍 中国

香港台湾

説文・山部 曹全碑 十七帖 劉碑造像記 伊闕仏龕碑 聾瞽指歸
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音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【山】峨
7
峻
7
島
7
峰
7
峯
7
崖

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



【崖】2010年（平成22年）に常用漢字表に追加された。
【崎】1981年（昭和56年）に当用漢字表外から常用漢字表に追加
された。
【嵐】2010年（平成22年）に常用漢字表に追加された。

崖
崕

厓

崎
嵜

﨑

㟢

崇

崩

嵐

ガイ
がけ

ガイ
がけ

ガイ
がけ

キ
さき

スウ

ホウ
くずす
くずれる

ラン
あらし

常①

②

③

教 4常①

②

③

③

常①

常①

常①

崖崖

崎

崎

崎

崇

崇

崇

岚

嵐嵐

元暦萬葉①

元暦萬葉②

藤原行成

粘葉本朗詠

元暦萬葉④

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

節用

節用

節用

節用

節用

年始状

節用

山 8

山 8

厂 6

山 8

山 8

山 8

古文

山 9

こころ

坊っちやん

こころ

明治の漢字

×

香港 中国・台湾

中国

香港

台湾

中国

香港

台湾

中国

香港台湾

説文・屵部

説文・厂部

説文不録

説文・山部

説文・山部

説文古文

段注・山部

新府・山部

馬王堆

武威漢簡

敦煌漢簡

武威漢簡

西狭頌

祀三公山碑

桐柏廟碑

乙瑛碑

熹平石経

書譜

書譜

澄清堂帖

興福寺断碑

蘭亭序

淳化閣帖

元延明墓誌

元緒墓誌

崔敬邕墓誌

爨宝子碑

枯樹賦

夏目遊石淙詩

九成宮

孔頴達碑

泉男生墓誌

九経・序

王勃詩序

聾瞽指歸

王勃詩序

聾瞽指歸
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音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【山】崖
8
崎
8
崇
8
崩
8
嵐
9

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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【嵩】康煕字典に「嵩」の古文として「崇」が載っている。別
に「崇」も親字として載っているが「嵩」は載っていない。
【巌】中国では「岩」を用いる。

④

嵯
嵳

嵩

嶋
島

嶌

嶹

㠀

嶺

巌
巖

巗

サ
けわしい

スウ
かさ
かさむ
たかい

トウ
しま

トウ
しま

レイ
リョウ
みね

ガン
いわ
いわお
がけ
けわしい

人①

②

人①

人①

教 3常①

②

④

④

人①

人①

人②

嵯

嵯嵯

嵩

嵩

岩

岩

岭

嶺嶺

筋切

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

元暦萬葉①

元暦萬葉②

近衛本朗詠

元暦萬葉①

節用

節用

山 10

山 10

古文

山 14

古文

山 20

坊っちやん

中国

香港台湾

中国・台湾

香港

中国

香港台湾

中国・台湾

香港

郭店楚簡

説文・山部

新附・山部

新附・山部

説文・山部

曹全碑

礼器碑

魯俊碑

澄清堂帖 集字聖教序

集字聖教序

集字聖教序

元羽墓誌

寇演墓誌

元珍墓誌

元祐墓誌

張猛龍碑

鄭羲下碑

劉碑造像記

道因法師碑

雁塔聖教序

雁塔聖教序

道因法師碑

二荒山碑文

王勃詩序

王勃詩序

王勃詩序

岛

島

島
藤原行成

元暦萬葉⑩

元暦萬葉⑫

墨流本朗詠

節用 山 7

山 14

山 11

坊っちやん

陸軍

陸軍

中国

香港

台湾

説文・山部 五経・山部

粘葉本朗詠 節用 山 11 陸軍王勃詩序
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音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【山】嵯
10
嵩
10
嶋
11
嶺
14
巌
14

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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川

州

巡

巣
巢

工

巨
巨

セン
かわ

シュウ
す
しま

ジュン
めぐる

ソウ
す

コウ
ク
たくみ
つかさ
わざ

キョ
おおきい

教 1常①

教 3常①

常①

教 4常①

常③

教 2常①

常①

川

州

州

工

巨

巨

巨

巡

巡巡

巢

元暦萬葉②

三体白詩

三体白詩

粘葉本朗詠

元暦萬葉⑩

粘葉本朗詠

小野道風

元暦萬葉②

粘葉本朗詠

五穀無尽蔵

五穀無尽蔵

宝抓取

算法地方大成

節用

節用

節用

節用

農業往来

単騎要略被甲辨

節用

巛 0

巛 3

古文

古文

巛 4

巛 8

工 0

古文

工 2

古文

古文

こころ

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

巛 11

坊っちやん

こころ

許容体

標準体

×

×

×

干禄〈通〉

中・台・香

中国・香港

台湾

中国

香港台湾

中・台・香

中・台・香

中国

香港

台湾

甲骨

甲骨

甲骨

金文

散氏盤

金文

令方彝

虢季子白盤

春秋・金文

郭店楚簡

睡虎地秦簡

信陽楚簡

包山楚簡

望山楚簡

石鼓文

睡虎地秦簡

郭店楚簡

郭店楚簡

睡虎地秦簡

説文・川部

説文・川部

説文古文

説文・辵部

説文・巢部

説文・工部

説文古文

説文・工部

説文或体

説文古文

居延漢簡

居延漢簡

馬王堆

武威漢簡

馬王堆

馬王堆

武威漢簡

馬王堆

西嶽華山廟碑

礼器碑陰

曹全碑

礼器碑陰

西嶽華山廟碑

礼器碑側

曹全碑 両城画像石

礼器碑

張遷碑陰

淳化閣帖

十七帖

淳化閣帖

智永千字文

智永千字文

集字聖教序

集字聖教序

太妃侯造像中岳嵩高霊廟碑

于景墓誌

鄭羲下碑

元晫墓誌

牛橛造像記

元暉墓誌

孔子廟堂碑

張猛龍碑 九成宮

昭仁寺碑

泉男生墓誌

泉男生墓誌

九成宮

道因法師碑

干禄・序

五経・巛部

干禄字書

干禄字書

王勃詩序

王勃詩序

杜家立成

琱玉集

琱玉集

王勃詩序

258 259

音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【巛】川
0
州
3
巡
3
巣
8
【工】工

0
巨
2

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



た形で作業の終わりを意味し、そのために「すでに・のみ・
やむ」という意味をもつと考える。漱石は「已」を「已を得
ん」という使い方をしている。

【左】説文解字では「左部」に分類されている。
【己・巳・已】「己・巳・已」はまったく異なる字種だが混同
されやすい。冒険家の植村直己さんやアートディレクターの
浅葉克己さんなど「己」を「ミ」と読ませる人もいる。「已」
は「イ」という音を持ち「㠯・以」と関係がある字らしい。

「㠯」と「以」は異体字であり、農具の鍬の一種の象形らし
い。筆者は「㠯・以・已」を次のように推測する。「㠯」は
鍬の歯を下向きにして正面から見た形。「以」は鍬を歯を左
にして横から見た形で、右の「人」の部分は人ではなく鍬の
柄ではないだろうか。「已」は鍬の歯を上にして正面から見

巧

左

差

己

巳

コウ
たくみ

サ
ひだり

サ
さす

コ
キ
おのれ

シ
み

常①

教 1常①

教 4常①

教 6常①

人①

巧

巧

左

己

差

差

巳

粘葉本朗詠

前田本北山抄

前田本北山抄

元暦萬葉⑦

伝藤原行成

元暦萬葉①

御高札之写

農稼業事

節用

節用

節用

暦日講釈

五穀無尽蔵

工 2

工 2

工 7

古文

己 0

古文

己 0

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

こころ

坊っちやん

明治の漢字

明治の漢字 干禄〈俗〉

中国・台湾

香港

中・台・香

中国

台湾・香港

中・台・香

中・台・香

金文

春秋・金文

甲骨

甲骨

郭店楚簡

曾侯乙墓

曾侯乙墓

包山楚簡

金文

包山楚簡

包山楚簡

大盂鼎

睡虎地秦簡

郭店楚簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

石鼓文

曾侯乙墓

包山楚簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

郭店楚簡

睡虎地秦簡

郭店楚簡

包山楚簡

説文・工部

説文・左部

説文・左部

説文籀文

説文・己部

説文古文

説文・己部

馬王堆

銀雀山竹簡

馬王堆

居延漢簡

馬王堆

居延漢簡

馬王堆

居延漢簡

馬王堆

居延漢簡

郙閣頌

礼器碑側

張遷碑

北海相景君碑

智永千字文

十七帖

王献之

十七帖

淳化閣帖

淳化閣帖

集字聖教序

王献之

興福寺断碑

高貞碑

元詮墓誌

劉碑造像記

比丘道匠造像

張道仁等造像

破邪論序

房玄齢碑

九成宮

道因法師碑

九成宮

雁塔聖教序

干禄字書

干禄字書

九経・雜辨部〈説文〉

九経〈隷省〉

五経・序

聾瞽指歸

王勃詩序

法華義疏

法華義疏

法華義疏

聾瞽指歸
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音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【工】巧
2
左
2
差
7
【己】己

0
巳
0

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作


